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『スマート水田　社会実装に向けたシンポジウム』
コンセプト

農林水産省の「革新的技術開発・緊急展開事業（うち経営体強化プロジェクト）」
にて採択された “ 水管理システムの低コスト化研究 ” の成果発表および、日本政
府が推進する「スマート農業社会実装プログラム」と連携した “ スマート水田 ”
の活用による産地形成に向けて社会実装を目指すシンポジウムです。

　日本の農業の現状は、高齢化に伴う離農・後
継者不足・耕作放棄地の増加・気候変動など
大きな課題が重なり合い、大変な時期に差しか
かっています。一方、農業を志す若者が増えてい
ますが、就農栽培や経営がうまくいかずに途中
で離農してしまう新規就農者も多いのが実情と
なっています。大きな離農理由として、農業の技
術習得に長い期間を要すること、想定以上の労
働時間を要することが挙げられています。
　農業の技術とは、匠の技であり、長年の農業経
験によって培われるもので、言語化されたマニュ
アルで学べるものではありません。それため、一
人前の農家となるには、地域の篤農家に弟子入
りをし、師匠の背中を追いながらその技術を継承
するのが一般的で、そこにかかる時間は、15年
とも言われています。それでは技術継承されるま
での過程で挫折してしまう就農者が多くなること
は必至です。

　昔から農業を営み、地域を守り、景観を創り、
集落と農業技術継承を担ってきた篤農者層の多
くが、一般企業での退職にあたる年齢を遥かに
超え、引退を迎える時期が到来しようとしていま
す。それは、農業のノウハウ・技術が、若い世代に
継承されないまま失われてしまうという危機に直
面していることを意味しています。
　こうした状況の中、持続可能な農業をめざし
て、農業にIoT、AI、ビッグデータ分析を導入し、
生産の劇的な効率化・高付加価値化・低コスト化
を実現しようとする試みが盛んにおこなわれてい
ます。この度のシンポジウム主催の「低コスト水管
理省力化システムの開発・普及コンソーシアム」
においても、水管理自動化技術を開発し、その普
及と実装を目指し、2017年4月より実証研究を
行なってきました。そして、3 ヶ年に渉る研究成
果を広く共有する事を目的に、このシンポジウム
を企画し、開催する運びとなりました。



Society5.0データ駆動型
スマート水田システムの姿
農業経営体とのサービスサイエンス型水管理作業分析に基づく
水管理省力化システムの低廉化と社会実装へ向けたシステム概念

GNSS衛星
位置情報の送受信

ドローン
圃場全体の育成
状況を撮影

LTE-M
モバイル
基地局
RTK位置情報
補正局

農用水ポンプ場
（貯水管理）

流出入量の制御、貯水
量の計測

水管理バルブ（排水）

田植え代掻き 収穫

水管理バルブ（注水）
水温や温度などの周辺環境
の計測

生産者
（営農支援ツール）
作業・生育・収穫・集荷
記録と栽培計画、進捗管理

指導者（農業ICT）
IT 機器の指導、勉強
会を実施

種苗

肥料

農薬

マルチロボットトラクタ
無人走行システムによる田畑
の耕作

スマート田植機
作土の深さや肥沃度などを計
測、リアルタイムで自動調整 食味収穫

コンバイン
圃場毎の収量・
品質を自動算出

スマート追肥機
作土の深さと肥沃度を
計測し施肥量を制御

フィールドサーバ
微気象・土壌等

ライスセンター

JA  / 商社

配送 外食 中食 内食

美容

健康

主食

農業資材 検査・倉庫・流通 実需・小売・消費栽培（準備-栽培-収穫）

水田センサ
水位・温度・湿度・
水温を計測

水源最適化制御

水の供給量

水の需要量

栽培情報・気象状態
品質
価格

納入量

買付量
銘柄
産地

米加工製品
米の納入

販売
即時データ 銘柄と需要データ

好みのお米

米の品種 
量・品質

米の納入

生育情報

位置
収穫圃場

機械稼働

圃場カメラ

WAGRI 農業センサ基盤

気象API

資材管理 栽培管理 流通管理 需要管理

農地API 地図API 生育予測API 土壌API 統計API

 スマート水田  産地  統合管理システム

2 3



5

6

7

1

2

3

4 8

東京大学
大学院工学系研究科
電気系工学専攻　

教授 森川 博之

　イントロダクション

農業 × デジタル
「多様性」と「共感と利他」

■農業 × デジタル：「多様性」と「共感と利他」

0

4 5



3

4

5

0

1

2

農林水産省　
大臣官房技術政策課　
技術政策室　

室長 松本 賢英

　基調講演

スマート農業技術で拓く、 
これからの農業

■スマート農業技術で拓く、これからの農業
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農研機構　
農業技術革新工学研究センター　
研究代表 革新工学研究監 
吉田 智一

　基調講演

スマート水田社会実装に向けた、
水管理低コスト化研究成果
（イーラボ・エクスペリエンス／積水化学工業／NTTドコモ／クボタ）

株式会社イーラボ・
エクスペリエンス
事業開発／ R ＆ D 取締役
島村 博

株式会社 NTT ドコモ
第一法人営業部　
地域協創・ICT 推進室
担当部長 土方 久明

積水化学工業株式会社
環境・ライフラインカンパニー
管材グループ（農業担当）
部長 田中 正

株式会社クボタ
水環境営業推進部　
KSIS 推進室
室長 末吉 康則

■スマート農業技術で拓く、これからの農業

16 17



■スマート水田社会実装に向けた、水管理低コスト化研究成果
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秋田県農林水産部 
水田総合利用課　

主幹 高橋 一弥

株式会社情報通信総合研究所
ICT リサーチ・
コンサルティング部

古川 恵美

　実証成果

秋田県の米戦略とスマート水田
栽培現場の期待と課題
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拓殖大学北海道短期大学　
農学ビジネス学科長　

教授 田中 英彦

　スマート水田活用の先行事例

ゆめぴりかブランド産地形成と
スマート水田の可能性

■秋田県の米戦略とスマート水田 栽培現場の期待と課題
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■ゆめぴりかブランド産地形成とスマート水田の可能性
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一般財団法人
本山町農業公社　

専務理事 和田 耕一
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■中山間農業経営強化と継承を目指す スマート水田化整備への期待
　スマート水田活用の先行事例

□□□

中山間農業経営強化と継承を目指す
スマート水田化整備への期待
~日本一に輝く、おらんくのかしこい水田地帯の形成～
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スマート水田社会
普及研究プラットホーム　

事務局 島村 博

　設立報告

スマート水田社会普及研究開発
プラットホームの設立について

■中山間農業経営強化と継承を目指す スマート水田化整備への期待
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■スマート水田社会普及研究開発 プラットホームの設立について
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稲穂の国が取り組む
Society 5.0時代の
新たな水田作りと未来の姿
AI、IoT、ビッグデータ時代にいよいよ突入する 2020 年を潮目として、農業の在り方、
食生活の在り方、農と食の関係性にもこれまで以上の変革が訪れています。
待ったなしの人口減少、高齢化、通信の発展によるライフスタイルの大きな変化。
そして想定外続きの天災。課題山積の日本でスマート水田が果たせる役割とは何なのか？　
今後の課題は？　その先にある未来の姿とは？　
その道筋を考えていく積極的な意見交換の場となりました。

　パネルディスカッション
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■スマート水田社会普及研究開発 プラットホームの設立について
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近未来のスマート水田化に向けた加速状況について、スマー
ト水田における先端技術の研究開発状況やスマート水田に
期待していること、実際に導入しての変化、国内におけるビ
ジネスポテンシャル、IT専門化、海外にも目を向けたビジネ
ス機会など多岐にわたり、それぞれのお立場からのお話を頂
きました。

● スマート水田研究

長年スマート農業のご研究に携わっており、約
15年前から土地改良・水田整備に加えて、電
気＋通信＋情報を土地改良の整備規格に反映
しながら普及するのを理想としている。

農研機構　
農業技術革新工学
研究センター　
革新工学研究監 

吉田 智一

● スマート水田とスマートリビング

炊飯器の開発をすることおよそ30年。パナソ
ニックの電気釜を開発している女性たちは「ラ
イスレディ」という愛称で呼ばれ、背番号が
つけられている。加古さんは７番という重鎮。
「炊飯」と「食味」を調理科学的視点で研究
し、業界初の高温スチームジャー炊飯器や銘
柄炊き分け機能などを開発している。

パナソニック株式会社　
アプライアンス社 
キッチン空間事業部　
主幹 

加古 さおり

● スマート水田率先利用ニーズ

2011年、サラリーマンから転職し、地元の
有志３人と農事組合法人イカワ改拓社を設立
し、代表理事に就任。『10年後に10年続く農
業を』と理念を掲げ奮闘中。受託を含めおよ
そ53ヘクタールで水稲を中心とした作付けを
行っている。2017年からはICTを活用し、水
田センサや栽培記録クラウドサービスの利用
など積極的に取り組んでいる。

　
農事組合法人　
イカワ改拓社　
代表理事 

浅野 博明

● スマート水田化により現れる新たな市場性

ベンチャー経営の２社を東証マザーズに上場
に導き、東京大学EMPに社会人留学、その中
で農業問題に関心を持ち 2009年EMP卒業後
に就農。農薬を使わずに農作物を自ら作り、販
売する経験を積み、2012 年から各分野のプロ
フェッショナルの経営参画を得てベジタリア株
式会社を設立。

ベジタリア株式会社　
代表取締役 

小池 聡

● スマート水田率先利用ニーズ

本山町の農家とともに「本山町特産品ブランド
化推進協議会」を発足し、ブランド米「土佐天
空の郷」の販売を開始。全国へ販路を広げ、お
米のコンテストで日本一へ導いている。2016
年からはスマート農業の展開を始め、水田セン
サや栽培記録クラウドサービスを利用し産地
全体でブランド米を育てる仕組みを作ってい
る。

一般財団法人
本山町農業公社　
専務理事 

和田 耕一

● スマートフォンと水田IoTの社会インパクト

NTTドコモにおけるスマートフォン時代の環
境変化と協創戦略など、中期経営戦略を策定
され、2019年より地域協創・ICT推進室 室長
に着任し、地方における農業のスマート化も事
業テーマのひとつとして取り組んでいる。携帯
電話サービスだけでなく、通信技術やIoT技術
を使って地方創生や一次産業の取り組みを進
めている。

株式会社
NTT ドコモ
第一法人営業部　
地域協創・ICT 推進室長 

池田 健一郎

お米の経済規模は意外と大きく、
充分に投資対象やビジネスとして発展
米の作付面積は146万ヘクタールで生産額は
1.7兆円。この経済規模は、自動車産業のタイヤ
ビジネスと日本が競争力を持っていたAV家電と
同じになっている。

田園と都会のリビング

簡単にお米の情報にふれ、
地域との新たなつながり
お米のブランド化も盛り上がりを見
せ、今では1000をこえる品種があり、
約260の品種が取引されている。

全国の銘柄米

Ｂ to Ｂのビジネスとしても
大きな事業対象と考える分野
外食や中食で食べるお米、いわゆる業務用米は最近
のデータではおよそ4500億円の需要規模となる。

田園とコンビニおにぎり工場 想像もつかなかった米作りや販売の仕組みが
実現化にむけて加速
家庭で食べられているお米。お米の消費の情報が自動
的に産地へ渡り、翌年の作付けに反映される。炊飯器は
お米を炊くだけではなくマーケティング機能を備える。

IHジャーとスマートフォンが
Amazonと連携？

MC

東京都出身。幼少期を香港で過ごす。法
政大学を卒業後、テレビ局のアナウンサー
を経て、2013年フリーアナウンサーに転
向。自身のライフワークとして位置付けて
いる「食」に関する分野においては、第一
次産業から学ぶことにこだわり、全国各地
の畑を自ら取材し農業コラムを執筆。その
活動が認められ、農林水産省主催「働き方
改革検討会」の有識者に抜擢される。

農業ファシリテータ

名越 涼
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　アンケート集計

農業経営体とのサービスサイエンス型水管理作業分析に基づく
水管理省力化システムの低廉化と社会実装へ向けた実証研究

研究リーチアウトアンケート効果報告

1. シンポジウムは、参加して良かったですか？

３.  印象に残った、または良かったプログラムを選んでください。
（複数回答可）

２. お仕事の分野は？（複数分野回答可）

４. スマート水田社会普及研究開発プラットフォームへの
     参加希望しますか？

PG1 農業 × デジタル　「多様性」と「共感と利他」

PG2 スマート水田社会実装へ向けた、水管理低コスト化研究成果

PG3 秋田県の米戦略とスマート水田の栽培現場の期待と課題

PG4 ゆめぴりかブランド産地形成とスマート水田の可能性

PG5 中山間農業経営強化と継承を目指すスマート水田化整備への期待〜日本一に輝く、おらんくのかしこい水田地帯の形成〜

PG6 稲穂の国が取り組む Society 5.0 時代の新たな水田つくりと未来の姿

PG7 スマート水田社会普及研究開発プラットフォームの設立について

●登録者348名　参加者合計318名　出席率　91.4％
●アンケート回答者：提出者163名　回収率：51.3％

PG1 PG2 PG3 PG4 PG5 PG6 PG7

得票率

52％
得票率

45％
得票率

36％
得票率

59％
得票率

45％
得票率

50％
得票率

25％

85名

73名

59名

96名

73名
82名

41名

希望
74％

未回答
26％

良い
87％

普通
12％

未記入
1％

情報処理系 21％その他（無記入）5％

行政 16％

農業機械 5％

大学・教育機関 11％

JA3％

スマート農業 10％

農業生産 3％

通信系 10％

農業流通 1％

農業資材 7％

出版・情報系 1％ 農業流通・小売 1％
農業小売1％

シンクタンク 6％

土地改良区 0％
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　出展ブース

関係機関の出展ブース

● 大和リース、ウォーターセル、ベジタリア／イーラボ・エクスペリエンス ● 積水化学工業、NTTドコモ、クボタ、農研機構 農業技術革新工学研究センター、秋田県農業試験場

8社（農研機構 農業技術革新工学研究センター、秋田県農業試験場、積水化学工業、NTTドコモ、クボタ、
大和リース、ウォーターセル、ベジタリア／イーラボ・エクスペリエンス）に出展いただきました。
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　懇親会

懇親会の様子
多くの方に懇親会にご出席いただき、活発な情報交換の場となりました。
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　本シンポジウムでご紹介した成果等については、低コスト水管理省力化システム
の開発・普及展開コンソーシアムが実施した「農業経営体とのサービスサイエンス分
析に基づく水管理システムの価格低廉化と社会実装へ向けた実証研究」事業に基
づいています。
　本事業は、農研機構生研支援センターが管理運営する「平成28年度農林水産省
補正予算：革新的技術開発・緊急展開事業（うち経営体強化プロジェクト）」による
研究開発支援を受けて、2017〜2019年度の3カ年間で実施されています。
　本シンポジウムもこの事業の一環として企画・開催され、広くご関係の皆様に3カ
年の活動・成果概要についてご紹介させていただきました。今後、関係する研究開発
成果・製品・サービス等が、水田農業をはじめとする農業生産現場での必携ツールと
して普及定着していく一つの契機となれば幸いです。

農研機構 農業技術革新工学研究センター
革新工学研究監　吉田 智一

あとがき

スマート水田社会実装に向けたシンポジウム事務局
株式会社イーラボ・エクスペリエンス
島村　博　shimamura@elab-experience.com
電話：03-6455-1991
住所：東京都渋谷区桜丘町22-6 プライマル渋谷桜丘1203

問い合わせ先


